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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

６ ．従業員にやりがい・成長・安心感を与えられるような職場環境づくりに努めます。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　当社は今後も継続して経営活動を行うことにおいて地球環境の保全は最重要課題であると
考えております。そして、本業である念珠の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや
地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供するこ
とが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでま
いります。

代表取締役 山田 雅己

2022年11月15日

　

制定日：

株式会社山田念珠堂は創立から160周年を迎えました。我々は貝細工や珊瑚を加工し、髪飾りを生業としていたのが
起源で、簪（かんざし）の先に飾りとして付けられる珊瑚玉の加工も主な仕事でした。それらの玉類を商店に卸し
ていましたが、卸先が数珠を販売していたことから、創業者が大阪の数珠屋で修業し、数珠の製造卸売りを始め、
現在に至ります。数珠を持たれる方が、数珠を持つことで様々な悲しみや困難を乗り越え、幸せだと感じられる人
生を歩まれることを、山田念珠堂は心から祈り、製作に関わる一人ひとりの職人は皆様の幸せを念じながら、数珠
を組んでいます。我々は人の心に寄り添う商材を提供することで社会に貢献していきたいと考えております。その
一環として、限りある資源を大切に、未来の世代に心身ともに安心した豊かな環境と残すために、エコアクション
２１に取り組んでいきます。
今後も、人の心に寄り添い且つ生産性の高い念珠づくりを目指し、日々邁進してまいります。

環 境 経 営 方 針
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（１） 名称及び代表者名

株式会社山田念珠堂
代表取締役社長　山田 雅己

（２） 所在地
大阪府大阪市天王寺区東高津町6-13

百貨店23店舗

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 常務取締役　 松波　藤男 TEL：06-6768-1815
担当者 経営企画部 植山　陽子 TEL：06-6768-1815

（４） 事業内容

仏壇仏具結納用品の製造卸及び販売

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社山田念珠堂

対象事業所： 本社・工場

活動： 仏壇仏具結納用品の製造卸及び販売

□事業の紹介

・念珠製造

・寺院卸売

・専門店卸売

・百貨店卸売

合計
97名

百貨店23店舗

800㎡

組 織 の 概 要

本社・工場

本社・工場
31
800

66
-

893,251

■
■■ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■
■

■

■

■
■

■

■

■■

JR名古屋タカシマヤ店

高島屋岐阜店

山陽姫路店

天満屋福山

天満屋岡山店

高島屋岡山店

いよてつタカシマヤ店

JU米子タカシマヤ店

近鉄橿原店

近鉄草津店

JR西日本伊勢丹店

高島屋京都店

高島屋泉北店

高島屋堺店

近鉄あべのハルカス本

高島屋大阪店

阪急川西店

阪急西宮店

阪急うめだ本店

阪神梅田本店

阪急千里店

阪急高槻店

近鉄上本町店

本社(上本町)
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

常務取締役

環境事務局

経営企画部

2022年11月15日

環境委員会

連絡会

環境経営組織及び役割・責任・権限

山田弘樹

松波藤男

代表取締役 山田雅己

経営企画部

山田弘樹
製造部

桝田豊

専門店卸部

米田友久

百貨店卸部

九折賢一

各店舗

岡本悦子

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

全従業員

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

配送部

山田 杏奈
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単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

※2022年度のデータは、2022年10～12月の3か月間

〇

〇
〇

〇
〇

〇

※　化学物資は使用していないので、目標設定していません。

〇〇電力 2020年度 2020年度

水道水の削減 活動期間 167

課題を解決しチャンスを
活かす取組

96%
7,149

主な環境負荷の実績

0.351

kWh/千円 0.090 0.088

一般廃棄物の削減

売上高原単位

電力による二酸化炭素削

基準年度比

96%

95%97%2021年

97%
4,653

62%

94%

2021年 2022年

活動期間
2022/10～2022/12

2021年

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 13,843

自動車燃料による二酸化
炭素削減 基準年度比 2021年

活動期間 7,447

1,320 659 120

　産業廃棄物排出量

廃棄物排出量
1,350 2,340 576　一般廃棄物排出量

関西電力

評
価

（目標）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2023年

0.076 0.030

活動期間 6,396 6,268

二酸化炭素総排出量 31,000 10,809

項　目 2021年

48,212

2024年

2,400

0.351

26,000 28,400

CE

水使用量

（実績）

2020年

関西電力

2022年

95%

環境経営目標及びその実績

26,965 26,684
基準年度比

（基準値) （目標） （目標）

96%98%
6,156

0.029

環境に配慮したサービス
への取り組み 行動目標（次項による）

92%2021年 95% 71%
159

90%
151

584597 576 572活動期間

93%

7,223

33,83334,18810,809

7,298
98%

13,566

615

行動目標（次項による）

154
基準年度比

120

5



数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

4月3月 5月
195

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月
180 195240 240 165195

・分別の徹底

1月11月 12月

分別の徹底、コピーミス等無駄を減らし裏紙を使用することで紙類
の削減を努める。次年度は、電子承認による紙の発行を低減する
ような運用を検討する。

○
〇

240
182 232

817

8月 9月 1月12月11月

○

6月

古い延長コードやタコ足配線を見直し、スイッチ付きのOAタップに
変更するなど、待機電力の削減に取り組んだ。また、利用していな
いコンセントにキャップをするなど、トラッキング現象の予防を実
施。事務プロセスにおいては、ERPシステムの利用拡大により、手
書き作業を削減。また、５S1Yの活動によりモノの見える化をはか
り、職場環境の改善に取り組んだ。次回は、社内で当活動を浸透
させ、取り組みを徹底する。

7月 4月3月 5月

0

5,371

577

6月 7月
696
702

604 659
660

達成状況

557
747730

4月
859

12月 1月
8085771,526

5,563

・事務プロセスの見直しによる職場環境改
善

・不要照明の消灯

数値目標

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２５℃）

・PCモニターなどの待機電力の削減

5,518

704

○

2月

853

11月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月

8,679 6,7137,8717,1317,998

195 180150
9月 10月

165
8月6月 7月

エコドライブ講習を行い、燃費向上に努めるようにする。

5月

492

7,265

・エコドライブの浸透

達成状況

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○
・梱包ミスによるゴミ発生の防止 ○

2月
5,529

7,892 5,340
6,420
7,1175,011

4,784 6,552
6,826

△

10月

数値目標 〇

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

868

・効率的なルートで配送
○
○

8月 9月 10月

数値目標 〇

達成状況

143 162130 182 232

〇

○

7,060

△

取組結果とその評価、次年度の取組計画

原単位目標

・生産プロセスの見直しで効率化の推進

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

電力（kWh）
2021年

2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

ガソリン（L)
2021年

2022年

0

100

200

300
一般廃棄物（kg） 2021年

2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮したサービスへの取り組み

取組紹介欄

空箱を保管し、社内配達時に再利用 一括配送のため、店舗ごとに一時保管場所を設置

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組紹介欄

顧客よりいただいた感謝状 大阪府知事より優秀技能者として選ばれた従業員

61 56 51

3月

節水に取り組み、目標達成を目指す。

4月

50 61

12月 1月 2月11月 5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

35 47

59 61

達成状況

〇

53 48

5150 47 54

8月

○

10月

38

・顧客からの信頼向上 ○

数値目標

・梱包材の再利用 ○

9月6月 7月

56 32

○

・新規事業への挑戦

顧客の信頼を得られるよう取り組んでいる。また、人事制度の改定
により、社内教育やキャリアビジョンの明確化に取り組んだ。・企業価値向上による新規顧客獲得 ○

・社内教育の充実化 ○

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

達成状況

○

段ボール箱の再利用や、一括配送の取り組みにより、ゴミの削減
やCO2の排出低減に貢献できるようにする。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

・一括配送の継続

取組結果とその評価、次年度の取組計画

60

0

20

40

60

80
水道水（㎥） 2021年

2022年
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＜本社・工場＞

節水対策 節電対策 トラッキング現象の防止対策

待機電力の削減対策

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等
外部や近隣住人より環境上の苦情や要請はいただいたことはありません。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

自動車NOｘ・PM法 排ガス規制適合車両
業務用空調機の管理・点検

顧客要求事項 環境管理、品質管理　

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
フロン排出抑制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制
廃棄物処理法

各事業所の取組紹介

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

8



緊急事態の想定： 地震の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

 10:30ごろ　　　　　　　　　　 10:33ごろ　　　　　　　　　　10:38ごろ　　　　　　　　　　　　　10:40ごろ

 地震、ワンアクション　　　　初期消火　　　　　　　　　 一時避難場所へ避難　　　　　　本部長へ報告する各班長

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 〇〇
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

自然循環素材をつかった商材 東日本大震災時にローソクを寄付 寺院様より預かった古材のアップサイクル

2023年1月17日

地震発生から、10分以内で一時避難場所まで全員避難することができた。次回は、各班の連携を強化する。

2023/1/16 本社・工場

代表者による全体の評価と見直し・指示

緊急事態対応の試行・訓練

殆どの会社が影響されたロシアのウクライナ侵攻により取り巻く環境が一変し、
環境経営に対する考えがさらに高度なものにしなければならいと痛感した一年だった。
しかしながら、それ故に目標達成の機運も社内に高まってきたのではないかと感じているので、
次年は更なる環境の改善に取り組める1年になるよう推進する。

これまでの環境活動の紹介

震度５程度の想定で、本社・工場より事前に展開した経路で近隣の公園へ避難し、安否確認を実施。

本社・工場勤務従業員
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